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認定CSCS認定校としてNSCA（National Strength & 
Conditioning Association）より認定を受けており，
NSCAの基準に準じたカリキュラムで教育を行ってい



































































































レ テ ィックトレ ー ナ ー（JSPO-AT）（64 ％），３
位：National Strength & Conditioning Association 
Ceritified Strength & Conditioning Specialist
（NSCA-CSCS）（41％），４位：National Strength & 
Conditioning Association Ceritified Personal 
Trainer（NSCA-CPT）（34％），５位：障がい者ス
ポーツ指導員（31％）であった。
　柔道整復師が１位になった理由として，学生基本情
報①より，SATの構成の84％が健康科学科の学生で
あり，そのほとんどが柔道整復師取得を目指している
ことと関連している可能性がある。
　また，JSPO-ATが２位になった理由として，学生
基本情報⑤および資格・進路に関する意識②からもわ
かるように，スポーツチームのアスレティックトレー
ナーを目指すため，資格が必要であると認識している
学生がいること，そのための実践経験を積むため体育
会でのトレーナー活動を行っている学生がいることと
関連している可能性がある。
　それ以外のNSCA-CSCSおよびCPT，障がい者ス
ポーツ指導員は本学が認定校となっていることと関連
している可能性がある。
② 第１希望とする卒業後の進路については，１位：接
骨院・整骨院（38％），２位：スポーツチームのア
スレティックトレーナー（AT）（27％），３位：一
般企業（９％），４位：専門学校進学（鍼灸その他）
（７％），５位：病院（６％）であった。
　こちらも資格・進路に関する意識調査①からわかる
ように，84％の学生が柔道整復師免許取得を希望して
いることと関連している可能性がある。
③ 起業・開業の希望については，１位：起業・開業は
希望しない（44％），接骨院・整骨院の開業を希望
する（30％），３位：整骨院とトレーニングジムを
併設させた施設を開業する（22％）であった。
　 　44％の学生が将来開業を希望していないが，残り
56％の学生は，何らかの形で開業または起業しよう
という意思があることを示している。
④ トレーナーとして重要と思われる資質については，
１位：コミュニケーション能力（48％），２位：技
術・実技実践能力（22％），３位：状況判断能力
（18％）であった。
⑤ トレーナーとしての能力を磨くために努力している
ことについては，１位：現場でのトレーナー活動や
トレーニング指導をしている（67％），２位：積極
的に人とコミュニケーションを図っている（54％），
３位：インターネットから情報を収集している（記
事，画像，動画など）（48％）であった。
Ⅳ．結論
　本学の学生トレーナーの資格・進路に関する意識調
査をおこなった結果，本学で取得したい資格は，柔道
整復師（84％），第１希望とする卒業後の進路は，接
骨院・整骨院（38％），起業・開業の希望は，起業・
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表２　資格・進路に関する意識
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開業は希望しない（44％），トレーナーとして重要と
思われる資質は，コミュニケーション能力（48％），
トレーナーとしての能力を磨くために努力しているこ
とは，現場でのトレーナー活動やトレーニング指導を
している（67％）がそれぞれ最も多い回答であった。
　また，学生本人のスポーツ外傷・障害の受傷経験が
トレーナーを志す動機となっている可能性があること
が示唆された。
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